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なども挙げることができよう。   
このASCについてほ，今まで幾人かの研究者によって定義がなされてきたが，斎藤（1981）  












て固有の意味を持つ」と述べている（1991）。   
ここで，ASCが生じてくる経路は，人為  
Relaxation役割演技  


















（g）受動性…… 被動感，リラックス，退行性など  
（h）注意集中…‥ト熱中感，没頭，選択的注意集中など  
（i）一時性……一 過性，俸さ，空虚感など  
（j）宇宙識……啓示的，洞察，周囲との一体感など  
即ち，その第一は，基本的な現実感覚の機能低下またほ喪失である。これを説明するために  
彼はBSRO（日常の現実志向のための行動体系，BehavioralSystem of Reality Orientation）  
を想定し，それが機能低下もしくは放棄された時ASCが出現するものと考えた。その代表的な  
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の表象作用である」と考えたのである。   
以上 ASCについて見てきたが，斎藤のように更にASCを独自に捉え直すという発展的な見  
方があることが判った。  
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Ⅲ．成長を促進する関係における変性意識状態  





聞かされたならば，どうであろうか。   
Rogers（1980）ほ“The Foundations of a Person－Centered Approach”の中で，「この宇  






む宇宙システムが調和に満ち統一されていることへの超越的な覚醒（transcendent awareness）  
へ向かっていく個人の変化の内に，この傾向（形成的傾向のこと，筆者註）が認められます」  
と述べている。   


















瞬間には，私の内なる魂（inner spirit）が手を伸ばして他者の内なる魂に触れたように思われ  
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るのです。私達の関係はそれ自体を越えて，何かより大きなものの一部になります。深い成長  
と癒しとエネルギーとがそこにあるのです」。   
そして，更に続けて，上に述べたような現象が起こったワークショップに参加していた人が  
語ったと思われる表現を引用している。それを以下に紹介する。「とても深いスピリチュアルな  
経験でした。このコミュニティのスピリットが一つになった（the oneness of spiritin the  
community）と感じました。私達はお互い話をしているのだけど，一緒に息をし一緒に感じて  




ることがはっきりとしなくなってきたのです」。   
興味深いのほ，Rogersが上で引用した2カ所の記述を1986年，彼の死の前年に公刊された  



































神田橋であれ 熟練した名セラピストは皆同じ様な事態を体験的に知っており，それを表現す  
る際の表記の仕方が違うだけなのである。  








という。森岡の言う，この「非人称性」とは一体どのようなことであるのか。   
元々「非人称性」という言葉は，Rogers本人の言葉ではない。Mrs．Ettと呼ばれる若い既  
婿婦人がRogersとの面接の第12回目に語った“無人格（impersonal）”という言葉として発せ  
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“クライエントの別の自己（another self）”となるように人格を除去されている」あるいほ  
「あなたのお役に立つように，私ほ自分自身を排除するわけです（Iwillput aside myself．）」  
「私の力の及ぶ限り完全にあなたが知覚している世界へと入り込むわけです。ある意味で，私ほ  
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ぞれ得意な領分があるので，4つとも習熟しておき，時に応じて即座にあれこれ使い分けると  
















（2）Rogersによるセラピストの3条件から   
次に，Rogersのセラピストの3つの態度条件について見ることにする。「無条件の肯定的配  
慮（unconditionalpositive regard）」，「共感的理解（empathic understanding）」，「純粋性  
（genuineness）」あるいは「一致（congruence）」。心理療法を学んだことのある人なら誰でも知っ  
ている3条件だが，これらを改めて，先に見た「非人称性」の観点から見直してみよう。なお，  
3態度条件は“A theory of therapy，PerSOnality andinterpersonalrelationships asdevel－  
opedin the client－Centered framawork”（1959）を基にする。   







の非人称性なのだ，と既に述べた。   
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の感覚的，あるいは生理的な事象の刺激を有機体が受け取ること」であり，「それが言及してい  




ど代理自己（an alternate self）となり，この同じ知覚を理解と受容の態度で見ている……に  
おいてのみ，自己の一部として認められるようになる」という事実を考えれば判るのである。  
このようなセラピストの態度を，クライエントのMiss Vibは「情動的調子を含まない温かい受  
容（warm acceptance without emotionalovertones）」あるいは「関心を伴った非人称性  
（impersonality）」と呼んでいる。そしてRogersは，「カウンセラーが，可能な限りにおいて  







う。   




ントとの今ここでの関係（immediate relationship）におけるこの特定の瞬間に，セラピスト  
がその瞬間の経験を正確に象徴化し，自己像に統合しながら，完全にかつ十分に自己自身にな  










トが辿るためには，セラピスト自身も経験に開かれて（open to experience）いなければなら  
ないし，セラピストの自己と経験が一致していなければならない，ということが窺い知れるの  
である。しかもそれは「関係の中で自己自身になりきる」以前にあらかじめなされている必要  
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があるだろう。なぜなら，そのような純粋性を関係の中で体現しているセラピストがクライエ  
ントの目の前にいることで初めて，クライエントは「同じ態度を自分自身に対して取ることが  




















になるのである。   
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